
七重官園事務所
～日本の近代化へ向けて～

明治１０年頃

本町　七重小学校付近

　今回の一枚は、明治期に日本の近代化を推進
する上で、重要な役割を果した試験農場「七重
官園」の事務所近景を紹介します。
　もともと、箱館奉行と交渉をすすめていたド
イツ人のR・ガルトネルが、箱館戦争の混乱期
に榎本武揚らと「七重村開墾条約」を結び、七
重村の３００万坪におよぶ土地を借り、西洋式
の農法を広める為に開墾に着手していました
が、後に、明治新政府は外国人に土地を貸与し
ていることに危機感をつのらせ、この条約を解
消し土地を取り戻すことに成功。ガルトネルは
本国へ帰国することになりました。
　明治３年、そこを函館開拓使出張所七重開墾
場として、西洋式農法を主体とした試験農場を
設置します。翌年から、農業従事者約５０名を
移住させるなどして、本格的な事業が展開され
ることになりました。開拓使の目的は北海道の
開拓を推進し、産業を発展させるとともに、日
本が速やかに近代化へ向かうことでした。
　当館で所蔵している町指定文化財「迫田家文
書」によると、七重官園では、農業だけではな
く、チーズやハムの試作、ブランデーの製造な
ど、全国の官園の中で最も実験的な役割を果し
ていたと考えられます。

　七重官園での成果が重要視されていたと考え
られる理由にひとつに、開拓使が１０ヵ年計画
で推進していた事業の中間にあたる明治９年、
そして終盤にあたる明治１４年に、明治天皇が
七重官園事務所を訪れていることです。これ
は、ここでの成果の是非が日本の近代化推進の
指針となっていた為だと推測されます。明治初
年のななえは、そういう所でした。
　写真の解説を少し・・・。手前を横断する道
路は現在の国道５号になります。沿道に石垣が
見られますが、その名残は今でもみることが出
来ます。また、半月状に区画された場所には整
然とした畑のようなものが見られますが、ここ
では、国内外の草花を栽培されていました。そ
して、その奥に見える建物が七重官園の事務所
になります。現在は七重小学校となり、その面
影がほとんど見られませんが、往時の様子をこ
の写真が語ってくれています。事務所の後ろに
みられる木々の一部は、文化の森と称され、現
在の当館周辺に残されています。
　この町の歴史を記録する立場から、この写真
を見るたび、歴史を残しつつも現在を創り、未
来へつなげることの大切さを考えさせられま
す。私にとって、戒めのような一枚。
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観察会の様子
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5月の予定
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　 　      　夜の博物館最後の講座は｢なな
えの姉妹都市｣でした。昨年、学芸員が七飯
町の姉妹都市であるアメリカ・コンコード
を訪問した際の写真を見ながらの講座とな
りました。受講者の皆さんには毎月、夜遅
くまでお集まりいただき、ありがとうござ
いました。
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新年度が始まりましたが、当館職員は昨年に引き
続き同じメンバーなので、おだやかな日々を過ごし
ているように感じます。異動のあった部署では、引
き継ぎなどで、あわただしいようですが・・・。

あたりもすっかり春めいてきて、館の外ではアカ
ゲラがきたり、ウグイスやコウライキジの鳴き声が
聞こえたり・・・。しかし、この穏やかな日々が長
く続かないことを知っているので、なるべく気付か
ないふりをしている今日この頃。（やまだひさし）
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　　※5月の休館日はありません。

　　　　　冬の探鳥会を開催しました。初
めに講師の方に、資格を持っていないと出
来ないという、野鳥に足環をつける様子を
特別に見学させていただきました。間近で
見る野鳥の小ささやかわいらしい表情に、
皆さんは笑顔に。その後、バスでいくつか
のポイントを巡り、木にとまっているクマ
ゲラを発見！クマゲラは国の天然記念物に
指定されており、見られるのは珍しいそう
です。飛び立つ様子もなく、じっくりと観
察させてくれました。
　来月５月８日には春の探鳥会を行いま
す。募集は６日まで受付けていますので、
興味のある方はぜひお申し込み下さい。
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　　　　　22年度最後のジュニア探検
クラブは、文集つくりと閉講式を行いま
した。一年間の活動をまとめた文集を班
ごとにまとめ、背表紙部分に切れ目を入
れてのりが染み込みやすいようにしま
す。のり付けをして乾いたら、一部ずつ
そーっとはがします。次に、表紙と文集
をボンドでくっつけ、はみ出した部分を
裁断機で切ったら完成です。しかし、こ
の切る作業が大変！！体重をかけて力
いっぱい押さないとなかなか切れず、体
重をかけても切れずに、思わず笑い出し
てしまう子が続出でした。午後には、館
長から一人ずつ終了証を受け取りまし
た。一年間、ごくろうさまでした。

　編 集 後 記 　～tawagoto～
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常設展示室に、五月人形と
こいのぼりを展示していま
す。泳いでいるように動き
をつけています。友の会の
皆さん、ありがとうござい
ました！（A）

文集にはみんな
の感想文やプロ
グラムのランキ
ングなどが載っ
ています！

なかなか切れ
ないよ～！


